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◆プロフィール◆
白井 亮一（しらい りょういち）

愛知県出身 生坂村在住〇年

妻、子供３人（５歳、２歳、０歳）の５人家族



職業：自営業（樹木伐採・剪定）

前職：森林組合に勤務

作業員として森林整備、

特殊伐採に携わる

※特殊伐採とは

支障物などで根元から

切り倒せない木を

ロープワークを用いて木に登り、

安全に伐採していく作業



◆生坂村に移住したきっかけ◆

子供が生まれサラリーマン生活への不満
→仕事へ行けなくなる。

夫婦間でこの先どう生きていきたいかを

しっかりと話し合う。

「お金に縛られずに生きていきたい」

→自給自足の生活

→農業、どうせやるなら自然農法

→実際に見に行ってみよう！



新天地を目指して信州へ…



長野県内の自給自足のゲストハウスへ。

そこで生坂村在住の方と出会い、
共同生活をしようという話になり…

・・・１か月後には生坂村民に！



◆地域おこし協力隊◆
生坂村の地域おこし協力隊「いくさか大好き隊」に。

まずは地域に根付こう、顔を覚えてもらおう。
地域のお手伝いをしながら、特殊伐採で独立すべく宣伝し、
ご依頼を受け作業していく。商工会にも加入。

→２年間の協力隊勤務が終わる時には仕事が待っている状態に。



各市町村によって隊員の受け入れ体制は様々。

大事なことは、隊員になってそこで自分は何をしたいか、

そこでどうなっていきたいかを明確にすること。

そしてその気持ちをブラさないこと！



◆仕事について◆

自営業（樹木伐採・剪定）



◆生坂村に住んでみて◆

～良いところ～

・子育て支援が充実！ ・自然環境が良く、とにかく静か！

・農産物の宝庫！ ・村の人達が優しい！



～注意が必要なところ～

・移住者に閉鎖的なところも。
・車がないと生活するのが難しい。（買い物、子供の送り迎え）



最後に・・・

思い立ったらすぐ行動！
心がワクワクする方へ。

自分がどうなりたいかヴィジョンを描く。
どう生きていきたいか。

移住しても、
ここじゃなきゃダメと気張らない！



ご清聴ありがとうございました


